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					フェンサイクリジン	

	

	IUPAC命名法による物質名
	

IUPAC名

	1-(1-phenylcyclohexyl)piperidine




	臨床データ
	Drugs.com	
entry
	法的規制	

	AU: Controlled (S8) 
	CA: Schedule I 
	DE: Anlage I 
	UK: クラスA 
	US: スケジュールII 



	嗜癖傾向	
中程度[1]
	投与経路	
注射, 吸入, 喫煙, 経口
	薬物動態データ
	作用発現	2〜60分[2]
	半減期	7〜46時間
	作用持続時間	6〜48時間[2]
	識別
	CAS番号
	
77-10-1 
	ATCコード	
none
	PubChem	
CID: 6468
	IUPHAR/BPS	
4282
	DrugBank	
DB03575 
	ChemSpider	
6224 
	UNII	
J1DOI7UV76 
	KEGG	
C07575   
	ChEBI	
CHEBI:8058 
	ChEMBL	
CHEMBL275528 
	化学的データ
	化学式	C17H25N
	分子量	243.387 g/mol
	
SMILES

	C1(C2(N3CCCCC3)CCCCC2)=CC=CC=C1




	
InChI

	InChI=1S/C17H25N/c1-4-10-16(11-5-1)17(12-6-2-7-13-17)18-14-8-3-9-15-18/h1,4-5,10-11H,2-3,6-9,12-15H2 
	Key:JTJMJGYZQZDUJJ-UHFFFAOYSA-N 




	テンプレートを表示


フェンサイクリジン（フェンシクリジン、英語: Phencyclidine、略称: PCP）は、ベンゼンとシクロヘキサンとピペリジンが結合したアリルシクロヘキシルアミン系の化合物である。静脈注射することによって作用を発揮する解離性麻酔薬であり、俗にエンジェルダストと呼ばれる。

近似の物質に麻酔薬のケタミンがある[3]。フェンサイクリジンによる、暴力など興奮性の副作用のため、後にケタミンが開発されている。これら解離性麻酔薬は呼吸を抑制する副作用がない点では安全である。ケタミンとともに「クラブドラッグ」に分類される場合が多い[4]。

向精神薬に関する条約のスケジュールIIに指定され、日本では麻薬及び向精神薬取締法の麻薬に指定されている[5]。NMDA受容体拮抗剤に分類される。








歴史[編集]

1952年にアメリカ合衆国の製薬会社パーク・デービス社により麻酔薬として開発された。1963年に外科手術麻酔薬としてセルニールという名称で認可されたが、麻酔から覚醒する際に妄想や突発的な暴力などの副作用が起こることが判明したために1965年にはヒトへの使用が断念された[3]。1967年から動物への麻酔薬としてセルニランという名称で販売されている[3]。

後に、幻覚剤として乱用されるようになった。しばしば自分の肉体を離れるなど解離の感覚が生じる[3]。乱用者の多くが統合失調症に類似した症状を呈するため、同障害のモデルとして使用されることがある。


薬理[編集]

NMDA受容体への結合親和性は、Ki=313nM[6]。

ドーパミンD2受容体への結合親和性は、Ki=2.7nM[6]。ヒトクローン化D2受容体への親和性を有する[6]。D2(High)受容体パーシャルアゴニスト作用を有する[7]。

本来、ドーパミン神経細胞に対するフェンサイクリジンの急性作用は抑制性であるが、フェンサイクリジンの慢性投与は興奮性に転換し、その作用は薬剤投与の中止後も長期間持続することが示されている[8]。


乱用による症状[編集]

1978年の報告書では、外部刺激への感度、刺激、解離、高揚感、陶酔、鎮静、多幸感、知覚障害、不穏、見当識障害、不安、偏執病、過剰な興奮、易刺激性、錯乱、言語障害、構音障害、認知障害（持続的）、記憶障害（持続的）、吃音（約1年間）、自己表現困難（約1年間）、気分障害、うつ病、仕事や学校での能力低下、眼振、痙攣[9]。同報告書では、大麻よりも強力で、LSDに匹敵すると言われている[9]。

乱用者の多くが統合失調症の陽性症状と陰性症状に類似した症状を呈する[10]。


研究用途[編集]

統合失調症様のモデル動物を作成する際に用いられる[10][11][12][13][14][15]。


出典[編集]
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関連項目[編集]

	ケタミン - フェンサイクリジンの副作用を改良した解離性麻酔薬


		この項目は、薬学に関連した書きかけの項目です。この項目を加筆・訂正などしてくださる協力者を求めています（プロジェクト:薬学／Portal:医学と医療/Portal:化学）。
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